
　平成２７年　　　月　　　日（　　）　　AM ・PM　　：

　市町： 県、県協議会：

（　　　　　　　市 ・ 町　）

　農地維持　： □実施　□任意　　　 資源向上(共同) ： □実施　　□任意　　□未実施　（多面的機能の増進活動 ： □実施　□未実施）

資源向上(長寿) ： □実施　　□未実施

協定面積 　田：　　　　　ha、　畑：　　　　　ha、　草地：　　　　　ha　（遊休農地：　　　　　ha） (中山間直払重複　　□有り　□無し)

管理施設 　開水路：　　　　km、パイプライン：　　　　km、農道：　　　　km、ため池　　　　箇所

（内長寿命化施設） （開水路：　　　　km、パイプライン：　　　　km、農道：　　　　km、ため池　　　　箇所、農用地施設　　　-　　　　　　　）

①農地維持支払　「地域資源の基礎的保全活動」の対象活動

チェック

 □済み　　□今後 【農用地】 遊休農地等の発生状況の把握

 □不要　□済み　□今後 【水路(開水路、パイプライン)】 施設の点検

 □不要　□済み　□今後 【農道】 遊休農地等の発生状況の把握

 □不要　□済み　□今後 【ため池(管理道路含む)】 施設の点検

年度活動計画の策定  □済み　　□今後 年度活動計画の策定

 □不要　　□済み
 □今後　　□次年度以降

遊休農地発生防止のための保全管理

 □済み　　□今後 畦畔・農用地法面等の草刈り　、防風林の枝払い・下草の草刈り

 □不要　□済み　□今後 鳥獣害防護柵の適正管理  、防風ネットの適正管理

 □不要　　□済み 異常気象後の見回り 、異常気象後の応急措置

 □不要　□済み　□今後 水路の草刈り 、ポンプ場　、調整施設等の草刈り

 □不要　□済み　□今後 水路の泥上げ 、ポンプの給水槽等の泥上げ

 □不要　□済み　□今後 かんがい期前の注油 、ゲート類等の保守管理 、遮光施設の適正管理

 □不要　　□済み 異常気象後の見回り 、異常気象後の応急措置

 □不要　□済み　□今後 路肩・法面の草刈り

 □不要　□済み　□今後 側溝の泥上げ

 □不要　□済み　□今後 砂利の補充

 □不要　　□済み 異常気象後の見回り 、異常気象後の応急措置

 □不要　□済み　□今後 ため池の草刈り

 □不要　□済み　□今後 ため池の泥上げ

 □不要　□済み　□今後

 □不要　　□済み 異常気象後の見回り 、異常気象後の応急措置

研修  □済み　　□次年度以降 活動に関する事務（書類作成、申請手続き等）や組織の運営に関する研修

 □済み　　□今後 推進活動の実践（検討会の開催、不在地主連絡体制整備、地域住民意見交換等）

 □済み　　□次年度以降 地域資源保全管理構想の策定（活動期間[５年間]中に策定が必要）

※

②-１ 資源向上支払　「地域資源の質的向上を図る共同活動」の対象活動

チェック

 □済み　　□今後 【農用地】 機能診断 、診断結果の記録管理
 □不要　□済み　□今後 【水路(開水路、パイプライン)】 施設の機能診断 、診断結果の記録管理
 □不要　□済み　□今後 【農道】 施設の機能診断 、診断結果の記録管理
 □不要　□済み　□今後 【ため池(管理道路含む)】 施設の機能診断 、診断結果の記録管理

 □済み　　□今後 年度活動計画の策定

 □不要　□済み　□今後 農用地法面の初期補修 、畦畔の再構築

暗渠施設の清掃 、農用地の除れき 、鳥獣害防護柵の補修・設置 、防風ネットの補修
きめ細やかな雑草対策

①水路

給水栓ボックス基礎部の補強 、破損施設の補修
給水栓に対する凍結防止対策 、空気弁等への腐食防止剤の塗布等

①農道
 □不要　　□済み
 □今後　　□次年度以降

②附帯施設
 □不要　　□済み
 □今後　　□次年度以降

側溝の目地詰め 、側溝の不同沈下への早期対応 、側溝の裏込材の充填 、破損施設の補修

遮水シートの補修 、コンクリート構造物の目地詰め 、コンクリート構造物の表面劣化への対応
堤体侵食の早期補修 、破損施設の補修 、きめ細やかな雑草対策

②附帯施設
 □不要　　□済み
 □今後　　□次年度以降

破損施設の補修

活動組織による自主的な機能診断及び簡単な補修に関する研修
研修 　機能診断・補修技術等の研修 老朽化が進む施設の長寿命化のための補修、更新等に関する研修

農業用水の保全、農地の保全や地域環境の保全に資する新たな施設の設置等に関する研修
※

多面的機能支払事業 活動内容確認チェックリスト　　　　　　（No.1）

路肩、法面の初期補修 、軌道等の運搬施設の補修 、破損施設の補修 、きめ細やかな雑草対
策

水路側壁のはらみ修正 、目地詰め 、表面劣化に対するコーティング等 、不同沈下に対する早
期対応、側壁の裏込材の充填、水路畦畔の補修 、水路に付着した藻等の除去 、水路法面の初
期補修、破損施設の補修 、パイプ内の清掃 、きめ細やかな雑草対策

主な取組

主な取組

④異常気象時の対応

①路肩・法面の草刈り

④異常気象時の対応

③付帯施設の適正管理

②水路の泥上げ

かんがい期前の施設の清掃・除塵 、管理道路の管理 、遮光施設の適正管理 、ゲート類の保守管理

　地域資源の適切な保全管理の
　ための推進活動

①遊休農地発生防止 のた
めの保全管理

②側溝の泥上げ

組織出席者

活動組織名

点
検

計
画
策
定

点検

確認者

確認日

組織の概要

活動概要

活動項目

機
能
診
断

計
画
策
定

　機能診断

実
践
活
動

年度活動計画の策定

①水路の草刈り

④異常気象時の対応

水
路

事務・組織運営の研修

②畦畔・農用地法面・ 防風
林等の草刈り

 □不要    □済み
 □今後　　□次年度以降

農
用
地

農
道

①堤体

 □不要　　□済み
 □今後　　□次年度以降

 □不要　　□済み
 □今後　　□次年度以降

 □不要　　□済み
 □今後　　□次年度以降

施
設
の
軽
微
な
補
修

②施設

た
め
池

③施設の適正管理

活動計画に位置付けた施設について、機能診断を実施し、その結果により実践活動に取り組む。  研修は、協定期間（５年間）内に1回以上実施。

①畦畔・農用地法面等

③付帯施設の適正管理

②ため池の泥上げ

①ため池の草刈り

③異常気象時の対応

③施設の適正管理

 □不要　　□済み
 □今後　　□次年度以降

②附帯施設

活動項目

実
践
活
動

農
用
地

水
路

農
道

た
め
池

活動計画に位置付けた施設について、全ての取組を実施。[毎年度]　　　研修は、協定期間（５年間）内に1回以上実施。

地
域
資
源
の
基
礎
的
保
全
活
動

必 須 活 動

協定 ： 有り ・ 任意 ・ 無し

実施不要、実施済み、これから実施の

いずれかを確認する。



農村環境保全活動
（No.2）

計画 チェック

ａ 生態系保全 □  □済み　　□今後 生物多様性保全計画の策定

ｂ 水質保全 □  □済み　　□今後 水質保全計画の策定 、農地の保全に係る計画の策定

□  □済み　　□今後 景観形成・生活環境保全計画の策定

□  □済み　　□今後 水田貯留機能増進に係る地域計画の策定 、地下水かん養に係る地域計画の策定

ｅ 資源循環 □  □済み　　□今後 資源循環に係る地域計画の策定

□  □済み　　□今後 　広報活動（パンフレット等の作成・頒布、看板設置等）、啓発活動（有識者の指導、勉強会等）

□  □済み　　□今後 　地域住民等との交流活動 、学校教育等との連携 、行政機関等との連携

□  □済み　　□今後 　地域内の規制等の取り決め

ａ 生態系保全 □  □済み　　□今後

ｂ 水質保全 □  □済み　　□今後

□  □済み　　□今後

□  □済み　　□今後 水田の貯留機能向上活動 、水田の地下水かん養機能向上活動 、水源かん養林の保全

ｅ 資源循環 □  □済み　　□今後 地域資源の活用・資源循環のための活動

※

②ｰ２ 資源向上支払　「多面的機能の増進を図る活動」の活動項目と具体的内容
計画 チェック

①遊休農地の有効活用 □  □済み　　□今後

②農地周りの共同活動の強化 □  □済み　　□今後

③地域住民による直営施工 □  □済み　　□今後

④防災・減災力の強化 □  □済み　　□今後

□  □済み　　□今後

⑥医療・福祉との連携 □  □済み　　□今後

□  □済み　　□今後

□  □済み　　□今後

③自立・協創に向けた地域活動
区分 計画 取　組　内　容

□ □済み　□次年度以降

□ □済み　□次年度以降

□ □済み　□次年度以降

□ □済み　□次年度以降

□ □済み　□次年度以降

□ □済み　□次年度以降

□ □済み　□次年度以降

□ □済み　□次年度以降

□ □済み　□次年度以降

□ □済み　□次年度以降

□ □済み　□次年度以降

□ □済み　□次年度以降

□ □済み　□次年度以降

□ □済み　□次年度以降

□ □済み　□次年度以降

□ □済み　□次年度以降

□ □済み　□次年度以降

□ □済み　□次年度以降

□ □済み　□次年度以降

□ □済み　□次年度以降

・水田やため池の雨水貯留機能の活用、危険ため池の管理体制の整備・強化等、地 域が一体
となった防災・減災力の強化のための活動
・農地等の環境資源としての役割を活かした、景観の形成、生態系の保全・再生等、農村環境の
良好な保全に向けた幅広い活動及び高度な保全活動
★農村環境保全活動を２テーマ以上選定[２テーマ：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　]

★高度な農地・水の保全活動 [活動内容：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　]

主な取組

啓
発
・
普
及

⑤農村環境保全活動の幅広い展
開

実
践
活
動

生物の生息状況の把握 、生物多様性保全に配慮した施設の適正管理 、水田を活用した生息
環境の提供、生物の生活史を考慮した適正管理 、放流・植栽を通じた在来生物の育成 、外来
種の駆除、希少種の監視

ｃ 景観形成・
　　生活環境保全

ｄ 水田貯留機能増進・
　　地下水かん養

農
村
環
境
保
全
活
動

★具体的な活動内容をメモする　⇒

【地域内の規制等の取
り決め】

【地域住民との交流活
動、学校教育、行政機
関等との連携】

【広報活動、啓発活動】

水質保全を考慮した施設の適正管理 、水田からの排水（濁水）管理 、循環かんがいの実施、非
かんがい期における通水 、水質モニタリングの実施・記録管理 、排水路沿いの林地帯等の適
正管理、沈砂池の適正管理 、土壌流出防止のためのｸﾞﾘｰﾝﾍﾞﾙﾄ等の適正管理、管理作業の省
力化による水資源の保全

ｃ 景観形成・
　　生活環境保全

農業用水の地域用水としての利用・管理 、景観形成のための施設への植栽等、農用地等を活
用した景観形成活動 、伝統的施設や農法の保全・実施 、農用地から風塵の防止活動、施設等
の定期的な巡回点検・清掃

計
画
策
定

活動項目

チェック
１．次世代主体である子供、若者の農地水活動参加（花植え活動、生きもの調査、生活環境清掃、手植え、手刈り、井堰・ため池の歴
史教育と保全活動など）
２．農地水活動を学校等との連携による次世代への伝承（上記のような活動を園、学校、子供支援団体等と連携）

３．施設維持・補修・改修等作業を支援する活動ｸﾞﾙｰﾌﾟの体制確立や他地域への支援活動（施設補修サポート隊など）
４．農地水活動と併せて実施する防災活動等を通して地域ぐるみ活動の質的向上を図る（防災訓練を含めた防災視点による農業用施
設の点検管理）
５．企業の社会貢献活動（CSR活動）で行っている生態系保全など環境保全活動と連携し、協創に向かう活動（CSR活動で育成された
在来種メダカの飼育、環境学習会、遊休農地対策など）
６．活動組織間で連携し、広域的に生態系保全活動に取組む活動（例「農地水生態系保全Week」）
７．より多くの多様な主体の参加、質的向上を加えた景観形成活動（休耕田等を活用した景観作物の栽培に加え、集落全域での「花
いっぱい運動」、地域ぐるみで農地畦畔や施設沿いに景観作物を植栽・管理し、施設への愛着を高め、継承していく活動など）

ｄ 水田貯留機能増進・
　　地下水かん養

・農村特有の景観や文化を形成してきた伝統的な農業技術、農業に由来する伝統行 事の継承
等、文化の伝承を通じた農村コミュニティの強化に資する活動

・地域の特性や課題に応じて、農業の多面的機能の増進に寄与する活動として、特に促進が必
要と認める活動

⑦農村文化の伝承を通じた農 村
コミュニティの強化
⑧都道府県、市町村が特に認め
る活動

★具体的な活動内容をヒアリングで記入する⇒

①
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
向
上

ａ～ｅのいずれか１項目以上の計画策定と実践活動及び、啓発･普及活動に取り組む。[毎年度]

・地域の医療・福祉施設等と連携した、高齢者や障害者の農村環境保全活動への参 画や農業
体験等を通じた交流活動等、地域と医療・福祉施設等との連携を強化す る活動

支援対象とする活動
・地域内外からの営農者の確保、地域住民による活用、企業と連携した特産物の作 付等、遊休
農地の有効活用のための活動

・鳥獣被害防止のための対策施設の設置や農地周りの藪等の伐採、農地への侵入 竹等の防止
等、農地利用や地域環境の改善のための活動

・農業者・地域住民が直接参加した施設の補修や環境保全施設の設置、そのため の免許取得
や技術習得等、地域住民が参加した直営施工による活動

支援対象とする活動の具体的内容

□

②
社
会
的
経
済
活
動
の
促
進

９．活動組織間で連携し、広域的に景観形成活動に取組む活動（例「農地水景観形成Week」）

10.独自の地域のコミュニティ活動の向上（内容：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
11.農地水活動の地域内で生産された産物の販売（組織内農家から地域内非農家への販売調整、回覧版販売、産直市の開催・無人
販売所での販売・道の駅・近隣農業公園施設などと連携（共同）による販売など地域内流通の促進）
12.景観作物を活用したコスモス祭などによる集客活動と併せた農産物の直売

８．地域内を流れ農業用水路に繋がる河川の除草清掃や、農用地に隣接する山林の影払いなど、古き良き農村風景の復活

18.農地水活動と連携した産物のインターネット販売（上記（２）の付加価値酒米を酒造と連携したり、組織連携した産物などの販売）
19.地元観光業や旅行企画社等と連携した農地水活動啓発・PR（○○地域のコスモス畑めぐり、田んぼアート実体験ツアー、農村自然
空間体験など）

20.独自の社会的経済活動（内容：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

13.農地水活動の活動報酬を地域通貨券の発行等による地域経済の活性化取組（地域産物と地域通貨券の流通）
14.農地水活動により保全されている豊かな自然や美しい景観を活用した高付加価値化への取組（産物へのネーミング、生きもの指標
付き、活動紹介ラベリング等、例えば生きものにやさしい減農薬生産○○米、自然豊かな○○米、生きもの指標表示★★☆、農地水
15.田んぼアート、地域次世代育成活動（学校連携、子供会活動での伝統農法での収穫米）等から生産された産物の販売・学校給食
等への流通
16.景観形成活動として栽培した菜の花、ひまわりなどから生産される食物油などの生産
17.農地水活動と連携した産物の生産・加工・販売の６次産業化　（遊休農地発生防止活動として整備・管理してきた農地からの産物、
上記（２）高付加価値産物の６次産業化など）

 □済み　　□今後

協定 ： 有り ・ 無し

協定 ： 有り ・ 無し

三重県独自 様式


